
競技運営上の確認事項 

１ 各大会におけるネットの使用については、旧ネットと新ネットを併用する。 

 

２ ユニフォームの背番号は、ルールブック記載どおりの大きさ（胸部１５cm・背部２０cm 以上の高

さで、字幅は２cm 以上）とする。 

 

３ リベロプレーヤーは、チームの他の競技者と対照的なのユニフォーム（少なくともジャージだけ

は）を着用すること。 

 

４ 全国高体連申し合わせ事項 

・試合でのソックスの使用は、踝より上であること。 

・パワーパンツ・アンダーシャツの使用は、ユニフォームの外に出ないこと。 

→ただし、プレーの動作によってユニホームの下から見えてしまうことは故意に見せるものでない

限り制限しない。 

・コルセットを使用する場合は、ユニフォームと同色であること。 

 

5 不参加の届出 

・各大会不参加の場合もフォームズの回答が必要です。 

 

6 試合会場使用上の注意 

・各高校での試合の場合は、各高校の使用規定に基づき会場校に迷惑のかからないようにすること

(保護者の車の乗り入れ禁止、ゴミの持ち帰り、使用場所の清掃等)。 

・公設体育館での試合の場合も、体育館の使用規定を厳守し、特に無許可での電源使用は厳禁す

る。 

 

７ 原則として、各大会第１試合の補助役員を第 3 試合の両チーム、また公設体育館使用の場合、その

会場準備を第４試合の両チームとする。 

 

８ セット間のボール使用は、高校選手権決勝のような特別な場合を除いて禁止とする。 

 

９ エントリーの確認 

南部予選会においては、リーグ戦と府大会出場決定戦でのチーム構成は同一（選手１８名）である

こと。また、『大会参加確認書』に校長印の押印が必要です。 

 

各チームは予選リーグ戦当日に『チーム加入選手一覧』と『１８名選手エントリー用紙』、『大

会参加確認書』を持参し、競技開始前に各チームの監督（または引率責任者）により相互に確認す

ること。また、予選リーグ戦１位のチームが、府大会出場決定戦の抽選会に『試合結果報告用紙』



とリーグ戦全チームの『チーム加入選手一覧』と『１８名選手エントリー用紙』、『大会参加確認

書』を持参し事務局に提出すること。 

 

 

10 大会参加チーム構成員のウエアについて 

   全国高体連の指導によりバレーボール専門部常任委員会では、全国、ブロック、都道府県高体連

が関わる(主催・共催・後援・主管等)大会の会場内において参加チーム構成員が着用するウエアに

宣伝広告をつけることを禁止します。 

備考） 

適用するエリア・・・大会会場内（但し、大会によっては春高バレーのように主催者の判断によ

り会場敷地内での着用を禁止することもあります。） 

参加チーム構成員・・・大会に参加するチームの選手、スタッフ（引率責任者、監督、コーチ、

マネージャー、トレーナー、補員、モッパーなど）、大会に選手登録さ

れていない部員 

ウエアに表示可能な内容・・・ユニフォームに準ずる 


